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はじめに  3 0  

静岡県熱海市伊豆山地区の逢
あ い

初
ぞ め

川沿いで， 2021 年 7 月 3 日午3 1  

前 10 時半頃に土石流が発生した (北村・池田 ,  20 21 ;  国土地理3 2  

院 ,  202 1 a ;  静岡県 ,  2021a ,  b )(図 1)．北村 (202 2)は，逢初川の源3 3  

頭部の 2 地点と最上流部にある家屋の直ぐ上流の 2 地点を調査3 4  

し，地点 B 1 の未崩落の盛土のうち黒色の土砂から 4 個体の海生3 5  

二枚貝の貝殻を採取し，地点 B 3 の土石流堆積物から 5 個体の海3 6  

生二枚貝の貝殻を採取した (表 1)．地点 B 1 の貝類の地理分布3 7  

は，宮城県以南，四国，九州で，生息深度は沿岸の潮間帯下部3 8  

～水深 10  m である．地点 B 3 の貝類の地理分布は，東京湾から3 9  

有明海で，生息深度は潮間帯である．さらに， 1 4 C 年代を測定し4 0  

た 5 個体の貝殻の年代値は，西暦 1 , 700 年以降， 47 7 – 154  ca l  y r  4 1  

B C， 5 ,85 1 – 556 8  ca l  y r  BC の 3 グループに分かれた．これらの4 2  

結果から，北村 (2 022)は，西暦 1 ,7 00 年以降の貝殻は，海底浚4 3  

渫土あるいは現世海浜の堆積物に由来するとした．一方，紀元4 4  

前 5 ,851–5 ,568 年と 477–154 年の貝殻は中・上部完新統に由来4 5  

する可能性があるとした．そして，盛土をそれほど遠隔地から4 6  

は運搬しないという前提で，神奈川県鎌倉市から静岡県焼津市4 7  

までの完新統の貝化石の産出に関する先行研究を調べ，小田原4 8  

市中村川周辺の中部完新統に由来する可能性を指摘した．  4 9  

北村 (2022 )の結果を踏まえ，本研究では黒色の土砂の採集地5 0  

のうち海底浚渫土あるいは現世海浜の堆積物の採集地を検討す5 1  

る基礎資料を得るために，相模湾の 5 か所において打ち上げ二5 2  

枚貝の定量調査を行ったので，ここに報告する．  5 3  

なお，鎌倉市から小田原市にかけての相模湾における貝類の5 4  

定量調査としては，大和田ほか (20 2 0)による平塚沖の浅海貝類5 5  

相の調査があり，調査範囲は水深 3 . 3～ 45 .1  m である (図 1)．  5 6  
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 5 7  

調査地域と方法  5 8  

 5 9  

打ち上げ貝類試料は，北村が 2021 年 10 月 19 日に神奈川県の6 0  

相模湾に面する酒匂川口，押切，平塚，江の島，鎌倉の 5 地点6 1  

の海浜 (図 1)で採取し，種を同定した．試料採取は，海浜に設置6 2  

した側線上で行い，側線の長さは，貝殻の多い鎌倉の海岸では6 3  

100  m で，他の 4 地点では 200 – 50 0  m である (表 2)．種の同定6 4  

は奥谷編 (20 1 7 )に基づき，左右の貝殻を計数した．  6 5  

 6 6  

結果と考察  6 7  

 6 8  

酒匂川河口を除く 4 地点で貝類を採取でき，その結果を表 3 に6 9  

示す．全体的に，東に向かって，種数が多くなる．黒色の土砂か7 0  

ら産出した二枚貝のうち，本調査で確認された種は， R u di t ap es  7 1  

p h i l i p p i nar u m (アサリ )と Scap h ar ca  k ago sh i mens i s  (サルボウガ7 2  

イ )であるが，前者は江の島においてのみ 2 個体が確認され，後7 3  

者は鎌倉においてのみ 3 個体が確認された (図 2 )．黒色の土砂か7 4  

ら 産 出 し た M act r a  vener i fo r mi s  ( シ オ フ キ ) と M y a  a r enar i a  7 5  

o o no ga i（オオノガイ）は見つかっていない．  7 6  

江の島では Co e l omact r a  an t i q u a t a  (アリソガイ )が多く見ら7 7  

れ，鎌倉では， C.  an t i q u a t a， Pr ot ot h aca  j edo ens i s  (オニアサ7 8  

リ )， Sax i do mu s  p u r p u r at a  (ウチムラサキ )  が多く見られる (図7 9  

2)．これらの種は，盛土の黒色の土砂と土石流堆積物からは発8 0  

見されていない．  8 1  

大和田ほ か (20 20 )に よる 平塚沖 の 浅海貝類 相 の調 査の結果と8 2  

本研究の平塚の貝類と比較すると，今回調査した打ち上げ二枚貝8 3  
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類との共通種は So l i d i co r bu l a  e r y th r o do n  (クチベニガイ )だけで8 4  

あ る ． ま た ， 北 村 (2022) が 報 告 し た S .  k ago sh imens i s や R .  8 5  

p h i l i p p i nar u m は見られない．  8 6  

以上のことから，本研究の 5 地点において，盛土の黒色の土8 7  

砂の採集地としては， R .  p h i l i p p i nar u m と S .  k ago sh imens i s の8 8  

分布から，江の島から鎌倉の間の海浜の可能性はあるものの，8 9  

C.  an t i q u a t a の有無に不一致がある．ただし， C.  an t i q u a t a は，9 0  

相模湾東部海域では 2000 年まで消滅寸前と評価されていた (池9 1  

田ほか ,  20 01)．今回，鎌倉と江の島で採取した同種が現生であ9 2  

るならば， 2001 年から 2021 年までに，回復した可能性があ9 3  

る．盛土による源頭部埋め立ては 2 009 年には始まっているの9 4  

で，その時までに C.  an t i q u a ta が回復していなければ，鎌倉や9 5  

江の島が盛土の黒色の土砂の採集地の可能性もある．したがっ9 6  

て，黒色の土砂の採集地の特定には，相模湾の東海岸での詳細9 7  

な調査とともに堆積物の粒子組成などの調査が必要である．  9 8  

 9 9  
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図表の説明文  1 3 8  

図１  打ち上げ二枚貝の試料採取地点とその光景．衛星写真は1 3 9  

国土地理院  (20 21 b )．  1 4 0  

 1 4 1  

図２  主な打ち上げ二枚貝の写真．  1 4 2  

 1 4 3  

表 1  熱海市逢初川源頭部の地点 B 1 の盛土の黒色の土砂と地点1 4 4  

B 3 の土石流堆積物から産した海生二枚貝のリスト．  1 4 5  

 1 4 6  

表 2  試料採取を行った側線の位置．  1 4 7  

 1 4 8  

表 3  相模湾の 5 か所の打ち上げ二枚類のリスト．数字は斜線の1 4 9  

左側は左殻の個数で，右側は右殻の個数．  1 5 0  
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試料

番号
地点 種名

殻の

左右

Calibrated age

(2s) (cal yr) (95.4%)

Calibrated age

(2s) (cal yr BP) (95.4%)
地理分布

生息深度・

底質

1 B1
Crassostrea sp.

マガキ属
不明 477 - 154 cal yr BC 2,426 - 2,103 cal BP

2 B1
Mactra veneriformis

シオフキ
左殻

宮城県以南，

四国，九州

沿岸の潮間帯下

部～水深20 mの

砂泥底

3 B1
Ruditapes philippinarum

アサリ
右殻

1,795 - Post cal yr

AD 1,950
155 - Post cal BP 0

北海道から

九州

潮間帯中部～

水深10 mの

砂礫泥底

4 B1
Phacosoma  sp.

カガミガイ属
不明

5 B3
Scapharca kagoshimensis

サルボウガイ
右殻

1,717 - Post cal yr

AD 1,950
233 - Post cal BP 0

東京湾から

有明海

潮間帯上部～

水深20 mの

砂泥底

6 B3
Scapharca kagoshimensis

サルボウガイ
左殻

東京湾から

有明海

潮間帯上部～

水深20 mの

砂泥底

7 B3
Scapharca  sp.

サルボウガイ属
不明

8 B3
Crassostrea sp.

マガキ属
不明 5,851 - 5,568 cal yr BC 7,800 - 7,517 cal BP

9 B3
Mya arenaria oonogai

オオノガイ
左殻

1,813 - Post cal yr

AD 1,950
137 - Post cal BP 0

北海道から

九州

潮間帯の

砂泥底

表1

地点 始点 終点 長さ(m)

酒匂川口
35°15'27.94"N

139°10'46.87"E

35°15'30.05"N

139°10'56.07"E
242

押切
35°17'24.88"N

139°14'35.35"E

35°17'32.30"N

139°14'52.89"E
499

平塚
35°18'58.72"N

139°23'41.99"E

35°18'56.21"N

139°23'49.38"E
202

江の島
35°18'33.82"N

139°28'44.59"E

35°18'27.72"N

139°28'51.00"E
247

鎌倉
35°18'27.61"N

139°32'42.59"E

35°18'27.09"N

139°32'46.53"E
100

表２



酒匂川口 押切 平塚 江の島 鎌倉

Barbatia (Savignyarca ) cometa 3/3 0/1

Scapharca kagoshimensis 3/0 1/1

Ostrea denselamellosa 0/2 0/1

Crassostrea gigas 0/5 3/0 3/2

Anodontia stearnsiana 1/0

Cycladicama cumingii 0/1

Fulvia mutica 1/1

Coelomactra antiquata 0/1 21/25 15/16

Chion semigranosa 1/0 1/0

Latona cuneata 1/1

Macoma incongrua 0/1

Macoma sectior 1/0

Soletellina boeddinghausi 0/1

Corbicula japonica 0/1

Protothaca jedoensis 10/5

Protothaca euglypta 0/1

Phacosoma japonicum 0/3

Saxidomus purpurata 11/5

Ruditapes philippinarum 2/0 0/1

Callista chinensis 0/1

Gomphina melanaegis 1/1

Cyclosunetta menstrualis 0/1 1/0

Meretrix lamarckii 4/0 3/4 1/1

Meretrix sp. 0/1

Clementia vatheleti 1/3

Solidicorbula erythrodon 1/2 3/1 0/3

Panopea japonica 0/1

表3

熱海土砂災害

盛土の黒色の土砂

と土石流堆積物

　　　　　　　　　　地点

種名

現世海浜
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